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建築物 延べ床面積：45.71㎡
　　　　　　 構造：鉄骨造＋木造ルーバー屋根
　　　　　 柱・梁：鉄骨溶融亜鉛めっき仕上げの上耐候性塗料
　　 ルーバー屋根：木材アコヤ

■建築物概要書
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　計画地は海軍壕公園内の一番高い部
分にあたり、那覇市・豊見城市など周
辺地域も望むことができます。
　エントランスゾーンより徐々に高度
が上がり展望台へつながっています。
平和学習へ訪れた方の休憩スペースと
なる部分に配置しています。

主な利用者動線

　沖縄戦では年齢・性別・職業・階級・国籍に関わらずたくさんの
方が亡くなられました。計画地地下にある壕では今もなお遺骨収集
が行われています。
　この計画地には、過去の辛い戦争時代、家族のことを想いながら
勇敢に立ち向かった人々の想いがあり、現代では戦争の悲惨さを伝
え、二度と争いのおきない平和な世界を目指そうとする人々の想い
があります。そしてどの時代も未来への明るい希望を抱く想いが存
在します。
　そんな様々な過去から未来の【想い】を【層】のように重ねあわ
せ、暗く辛い時代も、明るい未来も感じながら、戦没者に【寄り添
う】ことができる展望台を計画しました。
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人々の想い、周囲の既存施設に寄り添うよう柔らかさを表
現する円をモチーフに。

戦争時代、現代、未来。時の層を３枚の屋根で表現、
大きさに変化をつけて様々な想いの集合体として

層の重なりをずらし、屋根の高さに違いをだし、さらに屋
根の厚みを変えることで、上の屋根ほど軽やかに。
明るい未来へ想いを寄せる構成とします。

SOU層想添

面ではなく、ルーバーにすることで影密度の違いをつくる。
影の濃淡がここを訪れる人の心に寄り添うように。



花植えエリア計画地ライン
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階段

語らいベンチ

おもはせベンチ

こどもベンチ

展望台から見える景色について案内板を設置。
昔と変わらない景色、変わってしまった景色に
気づくきっかけとなります。
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案内板

慰霊の塔をみる

案内板

各アプローチから展望台まで
段差のない計画とすることで
施設に訪れやすい計画とします

±0

床の一部に砂利敷きを設け
床に水が溜まらない計画とします

階段

3枚の屋根ライン
公園利用者をおおらかに包み

時間の流れとともに影も変化します
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小さな子供でも安心して
楽しめるベンチ高さとします

前後で座ることができ
最も眺望の良いベンチとします。
思わず誰かと語りたくなるベンチです。

ちょっとひとやすみしたい時。
車イス使用者にもちょうどよい
ベンチ高さとします。

既存樹木を同じ目線で眺めることができ
周囲の自然と一体感のある空間とします

誰でも通りやすい
通路幅とします

ちょこっとひとやすみ。車イスの回転が可能な
1500mmΦのスペースとベンチを提案します。
花植えワークショップの場にもなります。

花植えエリア

平面図・配置図 日陰検討CG

日陰検討CG動画は
右のQRコードより
ご覧になれます →

夏至 AM 9:00

夏至 AM 11:00

夏至 PM 13:00

夏至 PM 15:00

　長さ、スパン、向きが異なる３層のルーバーからおちる
影は、それぞれに違う表情をつくりだします。
　時間帯によって影のかたちは変わり、影の密度もその都
度変化します。
　平和への想いを寄せながら、影を楽しむのもひとつ。
　居心地の良い展望台を提案します。

■断面計画
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■断面計画
周囲に配慮し、建物高さを抑えた。
東西に広がる深い屋根とルーバーで日射を程よく遮る。
北側を中心に建物を向けて開けた景色を取り込む。
既存施設からの視界を確保
居場所によって風景がかわる

慰霊碑

既存樹木

断面図

周囲に配慮し、建物高さを抑えました。
東西に広がる深い屋根とルーバーで日射を程よく
遮り、北側を中心に建物を向けて開けた景色を取
り込みます。
既存施設からの視界を確保しながら、居場所によ
って風景がかわる断面構成としています。

■構造計画

それぞれの屋根中央に鉄骨丸柱4本を配置。
片持ちの大梁はフラットバーのボックス梁、小梁
と頭繋ぎは溝型鋼とし、ヤジロベーのようにバラ
ンスを保ちながら構造を成立させています。

■屋根１ 8,000mmΦ
  ルーバーサイズ
  24mm×140mm @100

屋根伏図

■屋根2 6,400mmΦ
  ルーバーサイズ
  24mm×140mm @150

■屋根2 5,100mmΦ
  ルーバーサイズ
  24mm×140mm @200

大梁フラットバー
ボックス梁

頭つなぎ
溝型鋼

鉄骨柱

(共通)

(共通)

ルーバーサイズは統一し全体的にまとまりのある
計画とします。
屋根ごとでルーバーのピッチを変えることで、光
と影に変化がうまれる計画とします。

■屋根計画


